
２０１7年2月号 14

（
期
間
）
１０
月
3１
日
～

　

�
１１
月
2
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●
大
江
戸
清
掃
隊
に
つ
い
て

（
東
京
都
台
東
区
）

●
政
策
研
究
所
に
つ
い
て

（
埼
玉
県
戸
田
市
）

　
「
大
江
戸
清
掃
隊
」
事
業

は
、
地
域
で
清
掃
活
動
を
行

う
団
体
・
個
人
を
大
江
戸
清

掃
隊
と
し
て
登
録
し
、
そ
の

活
動
を
支
援
す
る
事
業
。
自

治
会
、
企
業
、
商
店
街
等
と

連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
定

期
的
な
自
主
清
掃
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち

の
美
化
を
図
る
と
と
も
に
環

境
美
化
意
識
の
広
が
り
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
平
成
27
年
度
末
の
登
録

団
体
数
３
０
１
団
体
、
４
，

２
２
０
人
で
毎
年
10
団
体
の

増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

　

戸
田
市
政
策
研
究
所
は
、

「
地
方
分
権
一
活
法
」
の
施

行
を
契
機
に
、
自
治
体
は
自

身
の
責
任
と
判
断
で
進
む
べ

き
方
向
を
決
定
し
、
自
立
し

た
自
治
体
経
営
を
行
う
必
要

が
発
生
し
た
こ
と
と
、
自
治

体
間
競
争
に
よ
り
住
む
人
か

ら
選
ば
れ
る
た
め
の
自
治
体

に
な
る
た
め
に
は
、
市
全
体

の
政
策
形
成
力
の
向
上
が
不

可
欠
な
要
素
に
な
る
た
め
で

あ
る
こ
と
か
ら
設
置
さ
れ

た
、
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン
ク

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
。
こ
れ
は
、

研
究
目
的
に

対
す
る
調
査
、

分
析
、
結
論
付

け
ま
で
を
実
施

し
、
テ
ー
マ
に

対
す
る
研
究
成

果
を
出
す
。
次

に
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
。
こ
れ

は
、
研
究
目
的

に
対
す
る
基
礎

的
、
代
表
的
な

調
査
研
究
を
実

施
す
る
。
こ
こ

で
特
筆
す
る
の

は
、
２
つ
の
チ
ー
ム
共
若
い

職
員
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
職

員
の
為
の
政
策
形
成
能
力
の

確
立
と
向
上
の
た
め
に
「
戸

田
ゼ
ミ
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
職
員
を
大
学
の

講
師
と
し
て
講
義
を
さ
せ
た

り
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

（
期
間
）
10
月
26
日
～
28
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●
認
知
症
対
応
型
カ
フ
ェ
事

業
に
つ
い
て

（
京
都
府
長
岡
京
市
）

●
こ
と
ば
と
読
書
を
大
切
に

す
る
教
育
に
つ
い
て

（
兵
庫
県
伊
丹
市
）

　

長
岡
京
市
に
お
け
る
認
知

症
対
応
型
カ
フ
ェ
事
業
は
、

医
療
機
関
型
（
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
）、
サ
ロ
ン

型
（
オ
レ
ン
ジ
ス

ペ
ー
ス
）、
出
前

型
（
オ
レ
ン
ジ
バ

ス
ケ
ッ
ト
）
の
３

つ
の
型
が
あ
り
、

特
に
医
療
機
関
型

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
に
つ
い
て

は
非
常
に
特
色
が

あ
っ
た
。そ
れ
は
、

市
内
に
は
２
つ
の

精
神
系
病
院
が

あ
っ
て
そ
の
院
内

に
誰
も
が
利
用
で

き
る
カ
フ
ェ
（
喫

茶
店
）
が
あ
り
、

そ
の
カ
フ
ェ
に
お
い
て
こ
の

事
業
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

伊
丹
市
で
は
、
こ
と
ば
と

読
書
を
大
切
に
す
る
教
育
に

つ
い
て
視
察
し
た
。
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
「
こ
と

ば
科
」
の
実
施
が
な
さ
れ
て

い
た
。
平
成
18
年
４
月
か
ら

国
の
構
造
改
革
特
別
区
域
の

指
定
を
受
け
、
小
学
校
で
こ

と
ば
科
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、

現
在
は
特
区
は
廃
止
で
新
た

に
教
育
課
程
特
例
校
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
た
。
こ
と
ば

科
の
授
業
は
３
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
週
１
時
間
、
年
間

35
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い

た
。
指
導
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
以
降
担
任
の
先
生

で
、伊
丹
市
独
自
に「
読
む
・

書
く
・
話
す
・
聞
く
」
が
身

に
付
く
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
編
成
や
教
材
の
作
成
が

な
さ
れ
て
い
た
。

総
務
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修
報
告

▲伊丹市立総合教育センター

▲戸田市で政策研究所について学ぶ

視
察
研
修
報
告
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（
期
間
）
10
月
31
日
～

　

�
11
月
2
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●
定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て

（
兵
庫
県
篠
山
市
）

●
農
業
の
６
次
産
業
化
に
つ

い
て

（
滋
賀
県
守
山
市
）

●
青
果
市
場
の
視
察

（
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
）

　

１
日
目
は
定
住
促
進
事
業

に
つ
い
て
、
篠
山
市
に
研
修

し
た
。
人
口
は
平
成
12
年
を

ピ
ー
ク
に
平
成
17
年
減
少
に

転
じ
た
。
市
民
が
一
体
と

な
っ
て
「
ふ
る
さ
と
篠
山
に

住
も
う
帰
ろ
う
運
動
」
に
取

り
組
ま
れ
、
定
住
支
援
、
遠

距
離
通
学
・
通
勤
支
援
、
特

に
子
育
て
支
援
も
充
実
し
て

い
る
。

　

２
日
目
は
守
山
市
の
農
業

の
６
次
産
業
化
事
業
に
つ
い

て
研
修
、「
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
」「
６
次
産
業
化
の

推
進
」
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
る
中
、
食
に
よ
る
地
域
農

業
の
活
性
化
の
認
識
の
も

と
、
平
成
25
年
、
守
山
市
・

お
う
み
冨
士
農
協
・
立
命
館

大
学
・
守
山
商
工
会
議
所
が

発
起
人
と
な
り
「
地
域
の
向

上
と
健
康
社
会
の
形
成
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
守
山
の
地
域

資
源
で
あ
る
「
な
ば
な
」
を

6
次
産
業
化
の
商
品
に
育
て

あ
げ
ら
れ
た
。

　

３
日
目
、
大
阪
府
中
央
卸

売
市
場
を
見
学
。
懇
談
の
中

で
樹
園
地
の
荒
廃
を
心
配
さ

れ
て
い
た
が
、
食
べ
て
感
動

を
与
え
る
果
実
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
表
現
さ
れ
、
こ
の
言

葉
が
印
象
に
残
っ
た
研
修
で

あ
っ
た
。

（
期
間
）
11
月
９
日
～
１１
日

（
目
的
及
び
視
察
地
）

●
請
願
、
陳
情
、
議
員
提
案

の
条
例
に
つ
い
て

（
埼
玉
県
川
口
市
）

●
議
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

に
つ
い
て（

東
京
都
江
東
区
）

　

川
口
市
議
会
で
は
、請
願
、

陳
情
及
び
議
員
提
案
条
例
等

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、
所
管

の
委
員
会
に
付
託
、審
議
し
、

請
願
書
の
提
出
期
限
は
各
定

例
会
開
会
日
の
７
日
前
ま
で

と
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
所
管

の
委
員
会
で
の
趣
旨
説
明
は

紹
介
議
員
が
行
い
、
議
長
と

所
管
の
委
員
長
は
で
き
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

陳
情
に
つ
い
て
は
議
長
か

ら
全
議
員
に
陳
情
書
の
写
し

を
配
布
し
、
議
会
運
営
委
員

会
で
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
る
。
尚
、
川
口
市
議

会
に
お
け
る
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
構
成
に
つ
い
て

は
、
３
名
以
上
の
会
派
か
ら

の
委
員
１３
名
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
条
例
に

つ
い
て
は
、
条
例
素
案
を
作

成
し
、
各
会
派
の
代
表
者
で

協
議
し
、
担
当
部
署
の
意
見

も
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
ら

れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
平

成
２２
年
に
中
小
企
業
振
興
条

例
、
２４
年
に
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る
条
例
、
２８

年
に
文
化
芸
術
推
進
条
例
が

議
員
提
案
に
よ
り
制
定
さ
れ

た
。

　

江
東
区
議
会
で
は
、
議
会

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
。

　

議
員
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
貸
与
し
、
デ
ー
タ
化

さ
れ
た
資
料
を
閲
覧
す
る
こ

と
に
よ
り
、
議
会
に
配
布
す

る
紙
の
購
入
費
や
印
刷
費
の

縮
小
や
、
事
務
作
業
の
効
率

化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

尚
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

使
用
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

事
項
を
作
り
、
ル
ー
ル
を
決

め
ら
れ
て
い
る
。

　

視
察
を
受
け
て
、
議
会
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

は
、
経
費
削
減
や
効
率
化
に

繋
が
る
が
、
全
て
の
議
会
資

料
が
一
つ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
取
り
扱
い
に
対
す
る
問

題
が
生
じ
る
こ
と
も
懸
念
さ

れ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
視
察
研
修
報
告

議
会
運
営
委
員
会
　
視
察
研
修
報
告

▲大
だい
果
か
大阪青果市場の視察

▲農業の６次産業化についての研修

▲議会のペーパーレス化についての研修

視
察
研
修
報
告


